
 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

裏面に続く 

山形県立山形聾学校 

Ｒ５ 第４号 

令和５年６月２３日 

 

幼稚部では、６月１４日にみはらしの丘 

公園に遠足に行きました。 

「うまのすけカフェ」では、馬へのえさ 

やりや乗馬を体験しました。 

自然や遊具で存分に体を動かしたり、 

馬を見たり触れたりする体験を通して楽しく活動できました。 

 学校での振り返りの学習では、写真を見ながら自分たちの 

活動を思い出し、指差しや体で表現したり、言葉で伝えたり 

しながら楽しかった気持ちを表現していました。 

 

 中学部では、２年生が職場体験学習を６月７日～８日の２日間、１，３年が６月８日に職場見学を行

いました。 

２年生の職場体験学習では、自宅から職場に出勤し、職場の方に教えていただきながら仕事を体験し

てきました。実際の体験を通して働くことの意義や大変さを感じてくることができたようです。 

 １・３年生の職場見学ではコースに分かれて、事業所の見学を行ったり、霞城セントラルにある「ア

ダストリア・ゼネラルサポート」や「聴覚障がい者情報支援センター」、「ＪＲ山形駅内の統括センター」

等を見学したりし、将来について考えるきっかけとなりました。 

 

小学部では、体育の授業で、山形ワイヴァンズ 

のチアリーダーの方に踊りを教えていただきまし 

た。 

 子どもたちは、講師のＳＡＫＵＲＡさんと 

ＳＡＣＨＩさんの踊りをよく見ながら真似し 

たり、ジャンプしたり手をたたいたりしなが 

ら楽しんで取り組むことができました。  

   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部では、６月２日に交通安全教室を 

行いました。スライドを用いながら歩行時や 

自転車乗車時の注意点、基本的な交通ルール 

について確認しました。また、動画を見て、 

交通事故の恐ろしさを知り、交通安全に気を 

付けることの大切さを学んでいました。 

 全体で学習した後、各学級で自転車の乗り 

方や交通安全について再確認をしました。 

 

 高等部の就業体験は前期と後期の２回実施しています。 

高等部普通科よりも一足先に、６月１４日から専攻科生徒が８日

間、就業体験をしてきました。就業体験中、高等部の教室があるＢ棟

３階の廊下には、ホワイトボード（下写真）が置いてありました。高

等部、専攻科ともに励まし合いながら、就業体験に取り組んでいま

す。 

  高等部普通科は、２６日から３０日まで、５日間の就業体験が始

まります。高等部では、就業体験が始まる前に事前訪問を行い、生徒

が企業等の方にあいさつし、打合せを行います。事前訪問の中で、生

徒自身が障がいについて説明し、配慮していただきたいことを伝え

ます。通勤手段についても自分で調べます。自分で通勤することは、

大切な学習内容です。 

  

 

 

■編集後記■  

急に暑くなってきました。熱中症対策をとりながら、学校生活が充実するよう努めていきます。 

学校運営についてのご質問やご意見があれば、どうぞ学部主任、教頭にお知らせください。 （文責：坂井） 

寄宿舎のホールには、季節を

感じさせる装飾があり、食堂に

行く子どもたちがいつも目に

しながら、「きれいだね。」「か

わいいね。」と言葉にしたり、

近付いて、どんな風に作ってあ

るのかを見たりしている姿が

あります。素敵なものは心を動

かし、人の表現を豊かにしてく

れます。 

寄宿舎の先生方が舎生の子

どもたちと一緒に作った「梅

雨」をイメージした６月装飾。

季節を感じ、そろそろ見納めの

時期になってきました。 

次はどのような装飾になる

のか、とても楽しみです。 

 

 
 


